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主な内容と執筆者�

　
大
阪
市
政
調
査
会
の
創
立
四
〇
周
年
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
出
版
さ
れ
た

『
自
治
都
市
・
大
阪
の
創
造
』。出
版
を
前
提
に
同
調
査
会
が
開
催
し
た「
二
一
世
紀

の
大
阪
の
都
市
像
を
考
え
る
研
究
会
」の
メ
ン
バ
ー
及
び
ゲ
ス
ト
に
よ
る
報
告
に
基
づ

い
た
論
考
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。内
容
は
、第
Ⅰ
部「
参
加
と
対
話
」、第
Ⅱ
部「
交

流
と
居
住
」、第
Ⅲ
部「
共
生
と
協
働
」、第
Ⅳ
部「
再
生
と
創
造
」、第
Ⅴ
部「
分
権

と
統
治
」に
分
か
れ
、こ
れ
ら
の
表
題
に
沿
っ
て
一
七
人
の
執
筆
者
が
、真
の
自
治
都

市
・
大
阪
を
確
立
す
る
た
め
に
は
大
阪
の
特
性
に
応
じ
た
政
策
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
の
下
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
、政
策
提
言
等
を
展
開
し
て
い
る（
第

Ⅱ
部「
交
流
と
居
住
」
内
・
第
四
章「
都
市
居
住
の
歴
史
か
ら
未
来
へ
」の
執
筆
を
、

大
阪
ガ
ス
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
所
の
弘
本
由
香
里
が
担
当
）。�
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第Ⅰ部　参加と対話�
第1章　都市における公共性�
　　　　　　阿部　昌樹（大阪市立大学教授）�
第2章　ネットワーク時代の地域社会に�
　　　　求められる交流の場づくり�
　　　　　　久　隆浩（近畿大学助教授）�
第3章　公募する都市�
　　　　　　福田　弘（大阪市政調査会研究員）�
第Ⅱ部　交流と居住�
第4章　都市居住の歴史から未来へ�
　　　　　　弘本　由香里（大阪ガスＣＥＬ客員研究員）�
第5章　在日外国人の民族教育のために�
　　　　　　高　賛侑（ノンフィクション作家）�
第6章　都市と国際交流・協力�
　　　　　　有田　典代（関西国際交流団体協議会事務局長）�
第Ⅲ部　共生と協働�
第7章　新しい地域雇用対策と自治体�
　　　　　　玉井　金五（大阪市立大学教授）�
第8章　ＮＰＯの社会変革力を問う�
　　　　　　木原　勝彬（ＮＰＯ政策研究所理事長）�

第9章　地域市民社会（ＬＣＳ）の形成にむけて�
　　　　　　岡本　仁宏（関西学院大学教授）�
第Ⅳ部　再生と創造�
第１０章　新しい都市像とその経済的基盤�
　　　　　　成田　孝三（大阪商業大学大学院教授）�
第１１章　まちづくりと新産業振興�
　　　　　　小長谷　一之（大阪市立大学助教授）�
第１２章　循環型の都市環境計画システム�
　　　　　　藤田　壮（東洋大学教授）�
第１３章　都市再生の目標�
　　　　　　大久保　昌一（大阪大学名誉教授）�
第Ⅴ部　分権と統治�
第１４章　大都市行政組織と人事行政�
　　　　　　稲継　裕昭（大阪市立大学教授）�
第１５章　市民自治への制度改革�
　　　　　　橋本　卓（前箕面市長）�
第１６章　今後の都市内分権・区政の展望�
　　　　　　岩崎　恭典（四日市大学教授）�
第１７章　大都市財政の構造改革と三位一体改革�
　　　　　　澤井　勝（奈良女子大学教授）�

問い合せ先／大阪市政調査会�
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